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金融機関と取組んだ知的資産経営支援の実際 

 

 金融機関では、リレーションシップバンキングの一環として地域密着の経営支援体制が

求められている。その地域密着の支援を行う場合、財務諸表だけで企業を評価するのでは

なく、「見えざる資産（知的資産）」を明らかにし現状の価値や将来ビジョンまで「見える

化」できる「知的資産経営」の考え方が最も相応しい。 

 「知的資産経営」とは、人材、技術力、ノウハウ、組織力、顧客や関連企業とのネット

ワーク等の目に見えない「知的資産」をしっかりと把握し活用することで、業績の向上や

会社の価値向上に結びつけていくことであり、それを報告書の形でまとめたものを「知的

資産経営報告書」という。 

 我々「中小企業診断協会大阪支部 知的資産経営研究会」メンバーは、平成 20 年から地

域の信用金庫と共に知的資産経営の考え方を取り入れた企業支援活動を行ってきた。 

 本報告書は、我々研究会が金融機関と取組んだ知的資産経営支援の実際について、7章構

成で取りまとめたものである。 

 まず第 1 章では、知的資産経営と当研究会の活動内容に触れ、第 2 章では、知的資産経

営支援の現状として、経済産業省や独立行政法人中小企業基盤整備機構、滋賀県中小企業

団体中央会、公益財団法人ひょうご産業活性化センターの取組みについて、沿革、内容、

成果等を整理している。 

 続いて第 3 章では、金融機関の企業支援の現状として、地域密着型金融の経緯とアンケ

ートに見る地域密着型金融の現状に触れるとともに、コンサルティング機能の発揮として、

他行の対応への警戒、追加融資への警戒、コスト回収の問題に触れ、さらに但陽信用金庫・

尼崎信用金庫・但馬銀行の地域密着型金融への取組みについてとりまとめた。 

 第 4 章では、実際に我々が金融機関と共に取組んだ具体的な支援内容として、但陽信用

金庫との取組みに焦点を当て、但陽信用金庫の考え方、我々研究会による支援内容、支援

を行った企業の事例を紹介するとともに、知的資産経営報告書作成セミナー参加企業ヒア

リング集計として、セミナーに参加した効果、問題点、今後の課題について整理を行った。 

 そして第 5 章では、知的資産経営支援の成果として、金融機関における知的資産経営支

援の成果と金融機関と連携して中小企業診断士が知的資産経営支援を行うことによる成果

を、また知的資産経営支援の課題として、金融機関における課題と中小企業診断士におけ

る課題をまとめた。 

 さらに第 6 章では、金融機関の今後の取組みと当研究会の金融機関との今後の取組みに

ついて述べ、最後の第 7章では、診断士の力量として、「顧客価値」への「連鎖」と「特異

性」、必要なスキルについて整理し、政府等の取組みとして、事業価値を高める経営レポー

トと統合報告書について触れ、総括を行った。 

 この報告書が多くの中小企業診断士に読まれ、中小企業診断士が金融機関とともに知的

資産経営を推進する上で役に立てていただければ幸いである。 

 


